
公式SNSでは、世界の子どもたちをとりまく情報を発信しています。
ぜひ「いいね！」や「シェア」をして、お友だちにご紹介ください。

地域の課題

支援は人々の生活を変える力となります

特定非営利活動法人 ワールド・ビジョン・ジャパン

チャイルド・スポンサーシップは、1人の子どもを対象にしたお金や物の提
供ではありません。支援地域の人々が子どもの健やかな成長のために
必要な環境を整えられるよう、チャイルドが住む地域を支援するプログ
ラムです。チャイルドが住む地域と、現地でワールド・ビジョンが実施して
いるプログラムについてご紹介します。

マイ ワールド・ビジョンに登録しませんか？

登録（アカウント作成）後ログインしていただくと、チャイルドと支援地域の写真や情報
がご覧いただけます。
ホームページトップの「支援者の皆さまへ」に進み、「アカウント作成」のボタンから、手続
きをしていただけます。申請後、５営業日以降、情報をご確認いただけます。

また、右のQRコードからメールアドレスをご登録いただければ、
チャイルドや支援地域からの最新動画、イベント情報などもお届けします。

Instagram
@worldvisionjapan

Twitter
@WorldVisionJPN

FACEBOOK
@worldvisionjapan

*2017年時点

41%*• 慢性的栄養不良の
5歳未満児

64.8%*• 基礎的な読み書きが
できない小学校3年生

93.3%*• 栄養バランスの取れた
食事を取れていない世帯

教 育

保健衛生・栄養

ヴィルジェニアさん（左）は若くして夫を亡くし、2人の娘を抱えて極貧の生活をしていました。娘
たちと扉のない給水小屋に住み、近所の人に残飯をもらって暮らしていました。洗濯するための石
けんさえ買うことができなかったと言います。

ワールド・ビジョンの支援を通じ、雨漏りのしない家と乳牛1頭の支援を受け、生活は改善し始め
ました。「どん底の状態から救い出され、自尊心と希望を持って生きることができるようになりまし
た」と話すヴィルジェニアさん。孫も元気に育ち、学校にも通うことができています。

ワールド・ビジョンは、ヴィルジェニアさんのような厳しい環境に置かれた人々に希望を届けるために、
支援活動を行っています。

生計向上

ルワンダ共和国

グウィザ地域開発プログラムのご紹介
(RWA-190768)

水汲みのため長距離を歩かなけれ
ばならない子どもたち。汚い水を飲む
ことで病気にかかる場合もあります

支援地域の住居の様子



地域の課題

ワールド・ビジョンが行う支援活動

国情報

地域情報

支援期間：
*支援期間はプログラム準備期間を含み
ます。支援終了予定日や活動の目標は、
予期しない突発事項やプログラムの進捗
状況により、変更される場合があります。

教 育

新しく校舎が建設され、より良い環境で
学ぶことができるようになりました

• 住民との協働による小学校校舎の
建設

• 識字率を高めるための、放課後の読
書クラブへの教材の提供

• 就学前教育の普及・啓発

初等教育に通える子どもの数は増えていま
すが、学校や教室の数が十分とは言えませ
ん。学習環境が満たされていないため、小
学校を修了しても十分に読み書きや計算
ができない子どもたちがおり、初等教育の質
の改善が課題です。

健康で衛生的な生活を送るためには、き
れいな水やトイレなどの整備、そして住民の
行動の変化が必要です。小高い丘が多い
この地域では、飲用に適したきれいな水を
毎日自宅まで運ぶことは容易ではありませ
ん。

給水所タンクに水を入れてもらえるまで
順番を待つ必要があります

• 給水システムの建設とコミュニティ内の
蛇口の設置

• 保健センターの改築・拡張支援

• 世帯でのトイレの設置啓発

保健衛生・栄養

半乾燥地域で土地が狭く痩せており、近年
は雨期と乾期が不定期になり、降水量も
年々大きく変化することから、雨水に頼った
伝統的農業を行っている小規模農家の生
産性に大きな影響が出ています。家畜の飼
育や養蜂など、農業以外にも収入を得る
手段をもつことで生活を安定させることがで
きます。

家庭菜園により、子どもたちに栄養価
のある食事を与えられるようになります

• 家庭菜園の実施

• 養蜂グループの形成と技術研修

• 特にぜい弱な世帯への家畜（乳牛
やヤギ）の提供

• 貯蓄グループの普及

生計向上

アフリカ大陸の中部に位置し、ウガンダ、タンザニア、ブルンジ、コンゴ民主共和国と国境を接する内陸国。公用語はキニヤルワンダ語、英語、仏語。教育
制度は、初等教育（6年）、中等教育（6年：3-3年）、高等教育 (4年)で、義務教育は初等教育の6年間と中等教育の3年間です。1990年か
らの内戦と1994年のジェノサイド（大量虐殺）から20年以上を経て、国を挙げて平和再構築と国の再建に取り組んでいます。

ルワンダ共和国

グウィザ
地域開発プログラム

2009年～2026年

首都キガリから北東へ約78km、車で1.5時

間の場所に位置する、カヨンザ郡ルカラ地区

にてプログラムを実施しています。1994年の

ジェノサイド（大量虐殺）で最も深刻な打

撃を受けた地域の１つで、約30年を経た今

でも傷跡は人々の中に深く残っています。住

民の多くは農業や家畜の飼育で生計を立て

ていますが、1ヘクタール未満の土地しか持た

ない小規模農家が多く、気候変動の影響で

降雨量・降雨期ともに不安定であり、十分な

収穫が得られない世帯が存在します。特に

収穫前の9～11月には食料不足が深刻で

す。

グウィザ地域開発プログラム
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